
  総会資料 1   令和 3 年度の事務局の活動状況について 

～１００周年（２０２３）記念事業がせまってきました～ 

                    羊蹄会常任幹事代表 小島修二（Ｓ４８卒） 

 本年度の羊蹄会の活動は、昨年に引き続きコロナ禍の中で進めることととなり、3 月の「総

会・新入生歓迎会」から ZOOM でのオンライン形式でのスタートとなりました。総会では、

全国・海外からも参加があり､今後の「羊蹄会」の運営方法への一助になりました。参加を

いただいた方々にお礼を申し上げます。その折りにも報告がありましたが、昨年度末 3 月

に念願であった「羊蹄及び部誌等の資料」の電子化が完成しました。貴重な 100 周年事業

に向けてのフロンティア基金の活用もされました。 

その後は、会議は全て、オンラインでの実施となり、秋の行事の「OB 交歓会」も新しい

企画でコロナ禍を逆手でとって、オンラインでの会員の交流なども進めることができたよ

うに感じております。現役部員の活動も「七大戦」が実施されるなど徐々に明るい兆しがみ

られるようになりました。 

今後も厳しい状況が予想されますが、新しい交流の企画などを盛り込みながら 100 周年

に向けて一歩一歩ですが、積み上げていきたいと思います。 

 1 「羊蹄編集担当者（学生及び事務局）」の協力によって「羊蹄」が完成しました。しか

し学生部員が大学構内で集まることも厳しく、今年度も羊蹄会事務局員 10 名と学生担

当者 1 名で 5 月 30 日に北高同窓会館ノースエイムで発送作業を行い、会員の方々に送

付しました。なお、封筒が A 版対応のために発送費用が例年よりかかり検討が必要と

感じました。 

 2 兼ねてより 100 周年事業の一つとして資料の「電子化」を目指していましたが、3 月

末に完成。内容は「昭和 4 年～平成 31 年度版」までの部報・羊蹄計 64 冊と「北大陸

上競技部史」（佐藤幸雄編）です。現在、記念誌作成に向けて「電子化」された資料を

関係部分だけ見たいとの要望もあり、個々に対応しています。今後、会員の皆さんがパ

ソコンから見れるようになればと考えています。 

  ＊費用は寄付をいただきました「北大フロンティア基金」から支出約 50 万円。 

 3 「記念誌編集」については、原稿を依頼させていただいたほとんどの方々から「執筆

の同意」をいただいており、原稿が事務局（佐藤俊平・平成 12 年卒）に届いておりま

す、ありがとうございます。2021／12 月現在 76 編の執筆依頼に対し 46 編が届いてい

ます。来年の 2023 年秋の記念事業式典等までには「完成」予定です。 

 4 100 周年記念事業への「寄付」のお願い。北大フロンティア基金の「北大陸上競技部

100 年記念事業」への寄付をこれまでに 3 回ご案内を差し上げています。目標 500 万

円ですが、現在は目標の約 60％程度です。よろしくお願いいたします。 

 

以下にありますように、「拡大常任幹事会・100 周年記念事業委員会」を開催し準備を進め 

てきたところです。＊オンラインで実施（本部 北大電子科学研究所・札幌創成高校） 



●役員会等の流れ（令和 3 年 3 月から令和 4 年 3 月まで） 

・ 3 月 20 日（土）＊総会・新入会員歓迎会 オンラインで配信 OB 会員 40 数名参加 

･ 5 月 30 日（日）＊「羊蹄」の発送作業 羊蹄会員 10 名・学生担当 1 名 

･ 8 月 21 日（土）＊全国大会出場基金の創設 今回の出雲駅伝出場も含め趣意書発送 

         ＊OB 交歓会について、9 月開催は「中止」 

現役部員からの方向なども考慮し、10 月 23 日（土）に「オンライン

での開催」に向けて準備をする。 

・ 9 月 23 日（木）＊10 月 23 日（土）15：00 より「OB 交歓会」を実施 内容検討 

・10 月 23 日（土）＊14：00 より「拡大常任幹事会・記念事業実行委員会」 

＊15：00 より「OB 交歓会」67 名 OB 会員 23 名  

・12 月 25 日（土）＊「羊蹄」編集について＊記念誌関係＊佐藤幸雄賞の検討基準など 

         ＊3 月 19 日（土）総会・新入生歓迎会の予定（オンライン） 

・ 1 月 29 日（土）＊今年度の事務局の反省 記念事業の進捗状況確認  

・ 3 月 19 日（土）＊幹事会 ＊総会・新入生歓迎会（オンライン実施） 

 

 2021 年は、延期になりました東京オリンピックの「マラソン」が札幌で実施されました。

男女のマラソンコースとして北大構内のコースが何度も放映され何か「感動」を感じたのは

私だけではないと思います。羊蹄会会員の方々の心に「北大陸上競技部」の歴史として刻ま

れたのではないかと思います。 


